
10

20

JP 7360832 B2 2023.10.13

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7360832号

(P7360832)
(24)登録日　令和5年10月4日(2023.10.4)(45)発行日　令和5年10月13日(2023.10.13)

(54)【発明の名称】　天板付き什器

(51)国際特許分類
　   Ａ４７Ｂ 13/02 (2006.01)
　   Ａ４７Ｂ 13/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ４７Ｂ 13/02 　　　　 　　　
　Ａ４７Ｂ 13/00 　　　Ｚ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-128703(P2019-128703)
(22)出願日　 令和1年7月10日(2019.7.10)
(65)公開番号　 特開2021-13475(P2021-13475A)
(43)公開日　 令和3年2月12日(2021.2.12)

審査請求日　 令和4年6月29日(2022.6.29)

(73)特許権者　 000000561
株式会社オカムラ
神奈川県横浜市西区北幸二丁目７番１８ 
号

(74)代理人　 100149548
弁理士　松沼  泰史

(74)代理人　
鈴木  三義

(72)発明者　 ハーフォード  アレキザンダー
神奈川県横浜市西区北幸二丁目７番１８ 
号  株式会社オカムラ内

(72)発明者　 並木  忍
タイ国  １０１３０  サムットプラカーン  
プラプラデェーン  バングヤパーク  プー 
チャオ  ロード  ２－５－５１  サイアム  

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 床 面 上 に 互 い に 左 右 に 離 間 し て 配 設 さ れ た 一 対 の 支 持 体 と 、
　 前 記 支 持 体 に 支 持 さ れ た 平 板 状 の 天 板 と 、 を 備 え 、
　 前 記 支 持 体 の 上 面 に は 、 前 記 天 板 の 左 右 方 向 の 外 側 端 部 よ り も 外 方 に 配 設 さ れ 、 下 方 に  
向 か っ て 凹 み 、 物 品 を 載 置 可 能 な 物 品 載 置 部 が 形 成 さ れ 、
前 記 支 持 体 は 、 前 後 方 向 に 互 い に 離 間 し て 上 下 方 向 に 沿 っ て 延 び る 一 対 の 脚 部 と 、 前 記 一  
対 の 前 記 脚 部 の 上 端 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 と 、 を 有 し 、
前 記 連 結 部 の 上 面 に 前 記 物 品 載 置 部 が 形 成 さ れ 、
前 記 連 結 部 の 上 方 を 閉 塞 す る カ バ ー 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 天 板 付 き 什 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 天 板 の 前 後 端 縁 部 は 、 前 記 支 持 体 の 前 記 連 結 部 の 前 後 端 縁 部 よ り も 前 後 方 向 に 張 り  
出 し て 設 け ら れ 、
　 前 記 天 板 の 下 方 に は 、 前 記 連 結 部 の 前 後 方 向 両 側 に 什 器 に 設 け る オ プ シ ョ ン 部 材 を 取 り  
付 け 可 能 な 空 間 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 天 板 付 き 什 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 対 の 脚 部 の う ち 前 側 に 位 置 す る 前 部 脚 部 が 前 記 連 結 部 の 前 端 か ら 下 方 に 向 か う に  
従 っ て 漸 次 前 方 に 傾 斜 し 、 前 記 一 対 の 脚 部 の う ち 後 側 に 位 置 す る 後 部 脚 部 が 前 記 連 結 部 の  
後 端 か ら 下 方 に 向 か う に 従 っ て 漸 次 後 方 に 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の 天 板 付 き 什 器 。

請求項の数　4　（全13頁）
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【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 支 持 体 に は 、 左 右 方 向 で 前 記 天 板 側 に 向 け て 突 出 し 、 前 記 天 板 の 外 側 端 部 を 下 方 か  
ら 支 持 す る ア ー ム 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に  
記 載 の 天 板 付 き 什 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 天 板 付 き 什 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 オ フ ィ ス や 病 院 、 公 共 施 設 、 研 究 施 設 等 の 室 内 空 間 に お い て は 、 執 務 者 に 作 業 エ  
リ ア を 提 供 す る た め に 天 板 付 き 什 器 を 使 用 す る の が 一 般 的 と な っ て い る 。 こ の よ う な 天 板  
付 き 什 器 の 構 造 と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ ～ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 左 右 に 離 間 し て 床 面  
上 に 立 設 さ れ た 支 持 脚 体 と 、 左 右 の 支 持 脚 体 に 支 持 さ れ る 左 右 に 長 寸 の 平 板 上 の 天 板 と を  
有 す る テ ー ブ ル 什 器 が 多 く 採 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の テ ー ブ ル 什 器 を 採 用 す る こ と に よ り  
、 簡 易 的 な 構 造 で あ り な が ら 、 テ ー ブ ル 什 器 を 強 固 か つ 安 定 的 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ０ ６ ８ ９ １ ７ 号 公 報
特 許 第 ４ ３ ６ ４ ４ ９ ５ 号 公 報
特 許 第 ４ ３ ７ ６ ５ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 天 板 付 き 什 器 を 用 い た 執 務 で は 天 板 上 に 電 子 機 器 を 用 い る ケ ー ス が あ り  
、 天 板 付 き 什 器 の 天 板 上 に は 物 品 と し て 電 子 機 器 に 接 続 さ れ る 電 源 ケ ー ブ ル や 情 報 ケ ー ブ  
ル を 収 容 可 能 と さ れ る こ と が 求 め ら れ て い る 。 と こ ろ が 、 配 線 収 容 部 を 天 板 上 に 配 設 し て  
し ま う と 、 天 板 上 を 連 続 す る 一 つ の 作 業 面 と し て 使 用 す る こ と が で き な く な り 、 作 業 面 が  
狭 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 執 務 に 使 用 す る 物 品 を 天 板 上 に 載 置 し て 執 務 を 行 う 場 合 が 多 い が 、 こ う し た 物 品  
に よ っ て も 作 業 面 と し て 使 用 可 能 な 面 積 が 狭 め ら れ て し ま う こ と か ら 、 そ の 点 で 改 善 の 余  
地 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 使 用 者 が 使 用 で き る 作 業 面 を 広 く  
確 保 し 、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 に す る こ と で き る 天 板 付 き 什 器 を 提 供 す る こ と を 目  
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 天 板 付 き 什 器 は 、 床 面 上 に 互 い に 左 右 に 離 間 し  
て 配 設 さ れ た 一 対 の 支 持 体 と 、 前 記 支 持 体 に 支 持 さ れ た 平 板 状 の 天 板 と 、 を 備 え 、 前 記 支  
持 体 の 上 面 に は 、 前 記 天 板 の 左 右 方 向 の 外 側 端 部 よ り も 外 方 に 配 設 さ れ 、 下 方 に 向 か っ て  
凹 み 、 物 品 を 載 置 可 能 な 物 品 載 置 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 支 持 体 は 、 前 後 方 向 に 互 い に 離 間 し  
て 上 下 方 向 に 沿 っ て 延 び る 一 対 の 脚 部 と 、 前 記 一 対 の 前 記 脚 部 の 上 端 同 士 を 連 結 す る 連 結  
部 と 、 を 有 し 、 前 記 連 結 部 の 上 面 に 前 記 物 品 載 置 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 連 結 部 の 上 方 を 閉 塞  
す る カ バ ー 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 支 持 体 が 天 板 の 左 右 方 向 の 外 側 端 部 よ り も 外 方 に 設 け ら れ 、 こ の 支 持 体 の  
上 面 に 下 方 に 向 か っ て 凹 む 物 品 載 置 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 天 板 上 に 物 品 載 置 部  
を 配 置 す る 必 要 が な く な り 、 天 板 の 作 業 面 を 広 く 確 保 す る こ と が で き 、 什 器 と し て の 使 い  
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勝 手 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 場 合 に は 、 支 持 体 に お け る 脚 部 と 別 体 の 連 結 部 の 上 面 の み に 物 品 載 置 部 が 形 成 さ れ  
て い る の で 、 支 持 体 全 体 と し て 圧 迫 感 が 無 い 体 裁 に 収 め る こ と が で き る 。 そ の た め 、 天 板  
の 下 方 の 空 間 を よ り 広 く 確 保 す る こ と が で き 、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 な も の と す る  
こ と が で き る 。
ま た 、 こ の 場 合 に は 、 支 持 体 の 連 結 部 の 上 方 が カ バ ー 部 材 で 覆 わ れ て い る の で 、 連 結 部 の  
物 品 載 置 部 が 露 出 す る こ と が な く 、 什 器 と し て の 体 裁 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。  
ま た 、 本 発 明 で は 、 カ バ ー 部 材 の 上 面 に 物 品 を 載 置 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 天 板 付 き 什 器 は 、 前 記 天 板 の 前 後 端 縁 部 は 、 前 記 支 持 体 の 前 記 連 結  
部 の 前 後 端 縁 部 よ り も 前 後 方 向 に 張 り 出 し て 設 け ら れ 、 前 記 天 板 の 下 方 に は 、 前 記 連 結 部  
の 前 後 方 向 両 側 に 什 器 に 設 け る オ プ シ ョ ン 部 材 を 取 り 付 け 可 能 な 空 間 が 形 成 さ れ て い る こ  
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 場 合 に は 、 支 持 体 の 連 結 部 よ り も 前 後 方 向 に 突 出 す る 天 板 の 下 方 に 、 什 器 に 設 け る  
オ プ シ ョ ン 部 材 を 取 り 付 け 可 能 な 空 間 が 形 成 さ れ て い る の で 、 支 持 体 を 圧 迫 感 が 無 い 体 裁  
に 収 め る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 空 間 を 形 成 す る こ と に よ り 、 天 板 の 下 方 の 空 間 を よ り  
広 く 確 保 す る こ と が で き 、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 天 板 付 き 什 器 は 、 前 記 一 対 の 脚 部 の う ち 前 側 に 位 置 す る 前 部 脚 部 が  
前 記 連 結 部 の 前 端 か ら 下 方 に 向 か う に 従 っ て 漸 次 前 方 に 傾 斜 し 、 前 記 一 対 の 脚 部 の う ち 後  
側 に 位 置 す る 後 部 脚 部 が 前 記 連 結 部 の 後 端 か ら 下 方 に 向 か う に 従 っ て 漸 次 後 方 に 傾 斜 し て  
い る こ と を 特 徴 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 に は 、 脚 部 の 下 端 が 連 結 部 側 の 上 端 よ り も 前 後 方 向 に 広 が っ た 状 態 で 配 置 さ れ  
る た め 、 天 板 付 き 什 器 を 安 定 的 に 床 面 上 に 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 天 板 付 き 什 器 は 、 前 記 支 持 体 に は 、 左 右 方 向 で 前 記 天 板 側 に 向 け て  
突 出 し 、 前 記 天 板 の 外 側 端 部 を 下 方 か ら 支 持 す る ア ー ム 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と  
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 場 合 に は 、 左 右 方 向 で 天 板 の 外 側 端 部 よ り も 外 方 に 配 設 さ れ る 支 持 体 に ア ー ム 部 を  
介 し て 天 板 を 支 持 す る こ と が で き る 。 し か も 天 板 の 外 側 端 部 を ア ー ム 部 に よ っ て 下 方 か ら  
支 持 す る こ と が で き る の で 、 天 板 を 強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 支 持 体 の 上  
面 に は 天 板 を 固 定 す る 部 材 が 設 け ら れ る こ と が な く 、 支 持 体 の 上 面 全 体 を 補 助 天 板 に よ っ  
て 覆 う こ と が で き る の で 、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 天 板 付 き 什 器 に よ れ ば 、 使 用 者 が 使 用 で き る 作 業 面 を 広 く 確 保 し 、 什 器 と し て  
の 使 い 勝 手 を 良 好 に す る こ と で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る テ ー ブ ル 什 器 を 斜 め 前 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ っ て 、 補 助  
天 板 を 支 持 体 ２ に 装 着 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す テ ー ブ ル 什 器 に お い て 補 助 天 板 を 分 離 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す テ ー ブ ル 什 器 を 上 方 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す テ ー ブ ル 什 器 を 上 方 か ら 見 た 平 面 図 で あ っ て 、 補 助 天 板 を 取 り 外 し た  
状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す Ａ － Ａ 線 矢 視 図 で あ っ て 、 テ ー ブ ル 什 器 の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 図 ４ に 示 す Ｂ － Ｂ 線 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 テ ー ブ ル 什 器 の 分 解 斜 視 図 で あ っ て 、 補 助 天 板 を 省 略 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 支 持 構 造 体 に お け る 天 板 支 持 部 を 備 え た 支 持 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ 示 す 支 持 体 を 上 方 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 す Ｃ － Ｃ 線 矢 視 図 で あ っ て 、 支 持 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 補 助 天 板 の 拡 張 機 能 を 示 す 斜 視 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は コ ン セ ン ト の 図 、 （ ｂ ）  
は ペ ン ト レ ー の 図 、 （ ｃ ） は 照 明 装 置 の 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 １ 変 形 例 に よ る 補 助 天 板 を 取 り 付 け た テ ー ブ ル 什 器 の 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ２ 変 形 例 に よ る 補 助 天 板 を 取 り 付 け た 一 対 の テ ー ブ ル 什 器 の 部 分 側 面 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 天 板 付 き 什 器 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ～ 図 ６ に 示 す 本 実 施 形 態 に よ る 天 板 付 き 什 器 は 、 オ フ ィ ス や 教 育 施 設 や 家 庭 な ど の  
執 務 空 間 に 設 け ら れ る テ ー ブ ル 什 器 １ に 適 用 し た も の で あ る 。
　 テ ー ブ ル 什 器 １ は 、 床 面 Ｆ 上 に 互 い に 左 右 に 離 間 し て 配 設 さ れ た 一 対 の 支 持 体 ２ と 、 支  
持 体 ２ に 支 持 さ れ た 平 板 状 の 天 板 ３ と 、 支 持 体 ２ の 上 面 を 閉 塞 し 、 天 板 ３ の 左 右 の 外 側 端  
部 よ り も 外 方 に 配 設 さ れ 、 拡 張 機 能 （ 図 １ １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） 参 照 ） を 有 す る 補 助 天 板 ４ （  
カ バ ー 部 材 ） と 、 を 有 し て い る 。 支 持 体 ２ は 、 一 対 の 支 持 体 ２ 、 ２ 同 士 を 連 結 す る 連 結 フ  
レ ー ム ２ １ （ 図 ７ 参 照 ） と と も に 支 持 構 造 体 ２ ０ と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 テ ー ブ ル 什 器 １ に 向 か っ て 着 席 し た 状 態 で の 左 右 方 向 を 符 号  
Ｄ ｈ と し 、 上 方 か ら 見 た 平 面 視 で 左 右 方 向 Ｄ ｈ に 直 交 す る 方 向 を 前 後 方 向 Ｄ ｆ と い う 。 ま  
た 、 テ ー ブ ル 什 器 １ の 前 後 方 向 Ｄ ｆ に お い て 、 天 板 ３ に 向 か う 一 方 （ 図 １ の 紙 面 手 前 ） の  
椅 子 側 （ 不 図 示 ） を 前 方 、 前 側 と い い 、 前 後 方 向 Ｄ ｆ で 前 方 の 反 対 側 を 後 方 、 後 側 と い う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 テ ー ブ ル 什 器 １ は 、 上 方 か ら 見 て 左 右 方 向 Ｄ ｈ に 長 い 長 方 形 状 を な し て い る 。
　 天 板 ３ （ ３ Ａ 、 ３ Ｂ ） は 、 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 二 分 割 さ れ 、 支 持 構 造 体 ２ ０ の 連 結 フ レ ー ム  
２ １ の 上 面 に 固 定 さ れ て い る 。 分 割 さ れ た 天 板 ３ Ａ 、 ３ Ｂ の 中 央 端 ３ ｄ 、 ３ ｄ 同 士 は 、 互  
い に 一 定 の 隙 間 （ 溝 部 ３ ２ ） を あ け て 配 置 さ れ て い る 。 各 天 板 ３ Ａ 、 ３ Ｂ の 中 央 端 ３ ｄ に  
は 、 後 方 に 開 口 す る 一 対 の 開 口 凹 部 ３ １ が 左 右 方 向 Ｄ ｈ に 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ て い る 。  
分 割 さ れ た 一 対 の 天 板 ３ Ａ ， ３ Ｂ を 支 持 構 造 体 ２ ０ の 所 定 位 置 に 固 定 し た 状 態 で 、 一 対 の  
天 板 ３ Ａ ， ３ Ｂ の 開 口 凹 部 ３ １ 、 ３ １ 同 士 に よ っ て 略 四 角 形 の 開 口 が 形 成 さ れ る 。 こ の 開  
口 に は 、 後 述 す る 支 持 構 造 体 ２ ０ の コ ン セ ン ト 部 ２ ７ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 支 持 構 造 体 ２ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 一 対 の 支 持 体 ２ 、 ２ と 、 一 対 の 支 持 体 ２ 、 ２ 同  
士 を 連 結 す る 連 結 フ レ ー ム ２ １ と 、 支 持 体 ２ の 上 部 か ら 左 右 方 向 Ｄ ｈ の 内 側 に 向 か っ て 突  
出 し 、 天 板 ３ の 外 側 端 部 ３ ｃ を 下 方 か ら 支 持 す る 天 板 支 持 部 ２ ２ （ ア ー ム 部 ） と 、 を 備 え  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 支 持 体 ２ は 、 天 板 ３ の 左 右 両 側 に お い て 互 い に 前 後 に 離 間 し て 一 対 で 設 け ら れ て い る 。  
支 持 体 ２ は 、 前 後 に 互 い に 離 間 し て 上 下 方 向 に 向 か っ て 立 設 さ れ た 一 対 の 支 持 脚 ２ ３ （ ２  
３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ ） （ 脚 部 ） と 、 一 対 の 支 持 脚 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ の 上 端 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 ２  
４ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 支 持 脚 ２ ３ （ ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ ） は 、 図 ８ ～ 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 前 後 に 離 間 し て 一 対 で  
設 け ら れ て い る 。 一 対 の 支 持 脚 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ の う ち 前 側 支 持 脚 ２ ３ Ａ が 連 結 部 ２ ４ の 前  
端 縁 部 ２ ４ ｂ か ら 下 方 に 向 か う に 従 っ て 漸 次 前 方 に 傾 斜 し 、 後 側 支 持 脚 ２ ３ Ｂ が 連 結 部 ２  
４ の 後 端 縁 部 ２ ４ ｃ か ら 下 方 に 向 か う に 従 っ て 漸 次 後 方 に 傾 斜 し て い る 。 支 持 脚 ２ ３ は 、  
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下 方 に 向 け て 漸 次 細 く な る 帯 板 を 断 面 く 字 状 に 折 り 曲 げ た 形 状 で あ る 。 支 持 脚 ２ ３ は 、 上  
部 が 前 後 方 向 Ｄ ｆ の 内 側 に 凸 と な る 上 部 折 曲 げ 凸 部 ２ ３ ａ を 形 成 し 、 上 部 折 曲 げ 凸 部 ２ ３  
ａ よ り も 下 方 の 部 分 が 前 後 方 向 Ｄ ｆ の 外 側 に 凸 と な る 下 部 折 曲 げ 凸 部 ２ ３ ｂ を 形 成 し て い  
る 。 つ ま り 、 支 持 脚 ２ ３ は 、 上 部 折 曲 げ 凸 部 ２ ３ ａ と 下 部 折 曲 げ 凸 部 ２ ３ ｂ と は 凸 部 分 が  
反 転 し た 形 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 連 結 部 ２ ４ は 、 前 側 支 持 脚 ２ ３ Ａ と 後 側 支 持 脚 ２ ３ Ｂ の そ れ ぞ れ の 上 部 同 士 の 間 を 架 設  
す る フ レ ー ム 部 材 で あ る 。 連 結 部 ２ ４ は 、 長 さ 方 向 （ 前 後 方 向 Ｄ ｆ ） の 全 体 に わ た っ て 下  
側 に 凸 と な る よ う に 帯 板 を 断 面 く 字 状 に 折 り 曲 げ た 形 状 を な し 、 長 さ 方 向 の 両 端 が 支 持 脚  
２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ の 上 部 折 曲 げ 凸 部 ２ ３ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 連 結 部 ２ ４ の 上 面 は 、 図 ４ に  
示 す よ う に 、 天 板 ３ の 外 側 端 部 ３ ｃ よ り も 外 方 に 配 設 さ れ 、 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 延 び る と と も  
に 下 方 に 向 か っ て 凹 む 凹 溝 か ら な る 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 連 結 部 ２ ４ に は  
、 上 方 を 閉 塞 す る 上 記 補 助 天 板 ４ が 設 け ら れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の た め 、 補 助 天 板 ４ と 連 結 部 ２ ４ の 上 面 の 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ と の 間 に は 第 １ 空 間 Ｓ １  
（ 図 １ ０ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 空 間 Ｓ １ は 、 例 え ば 配 線 収 容 空 間 と し て 使 用 す る  
こ と が 可 能 で あ り 、 天 板 ３ の 中 央 の コ ン セ ン ト 部 か ら 延 長 さ せ た 配 線 等 を 収 容 す る こ と が  
で き る 。
　 な お 、 支 持 体 ２ は 、 鋼 材 か ら 形 成 さ れ 、 連 結 部 ２ ４ と 一 対 の 支 持 脚 ２ ３ Ａ 、 ２ ３ Ｂ と は  
溶 接 に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 連 結 フ レ ー ム ２ １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 Ｄ ｈ に 離 間 す る 支 持 体 ２ 、 ２ の 連 結  
部 ２ ４ 、 ２ ４ 同 士 の 間 に 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 延 び る 中 間 フ レ ー ム ２ ５ が 設 け ら れ 、 こ の 中 間 フ  
レ ー ム ２ ５ と 左 右 の 連 結 部 ２ ４ 、 ２ ４ と を 架 設 す る 複 数 の 左 右 フ レ ー ム ２ ６ が 設 け ら れ て  
い る 。
　 中 間 フ レ ー ム ２ ５ 及 び 左 右 フ レ ー ム ２ ６ は 、 そ れ ぞ れ 上 面 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ が 面 一 と な る  
平 ら な 面 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 連 結 フ レ ー ム ２ １ に お け る 前 後 方 向 Ｄ ｆ の 中 央 部 に は 、 天 板 ３ 上 で 使 用 す る コ ン ピ ュ ー  
タ 等 の 電 子 機 器 の 配 線 ケ ー ブ ル を 電 気 的 に 接 続 す る コ ン セ ン ト 部 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。  
コ ン セ ン ト 部 ２ ７ に は 、 上 方 を 開 閉 可 能 な 蓋 部 ２ ７ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 天 板 支 持 部 ２ ２ は 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ の 内 側 面 か ら 左 右 方 向 Ｄ ｈ の 内 側 に 向 け て 突  
出 し て い る 。 天 板 支 持 部 ２ ２ は 、 互 い に 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 離 間 し た 位 置 で 、 前 記 左 右 フ レ ー  
ム ２ ６ の 端 部 を 接 続 可 能 な 位 置 に 複 数 （ こ こ で は ４ 箇 所 ） 配 置 さ れ て い る 。 天 板 支 持 部 ２  
２ は 、 図 ６ 、 図 ８ ～ 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 左 右 フ レ ー ム ２ ６ を 上 方 か ら 係 合 可 能 な 凹 部 ２  
２ １ と 、 凹 部 ２ ２ １ の 両 上 端 部 か ら 前 後 方 向 に 張 り 出 し た 平 板 状 の 受 け 板 ２ ２ ２ と 、 を 有  
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 天 板 支 持 部 ２ ２ は 、 凹 部 ２ ２ １ に 上 方 か ら 係 合 さ れ る 左 右 フ レ ー ム ２ ６ の 上 面 ２ ６ ａ と  
受 け 板 ２ ２ ２ の 上 面 ２ ２ ２ ａ と は 面 一 に な っ て い る 。
　 受 け 板 ２ ２ ２ に は ボ ル ト 孔 ２ ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 天 板 ３ は 、 受 け 板 ２ ２ ２ 上 に 載  
置 さ れ 、 受 け 板 ２ ２ ２ の ボ ル ト 孔 ２ ２ ２ ｂ に 下 方 か ら 挿 通 さ せ た ボ ル ト 又 は ね じ （ 図 示 省  
略 ） に よ っ て 締 め 付 け ら れ て 支 持 構 造 体 ２ ０ （ 図 ７ 参 照 ） に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 天 板 ３ の 前 端 縁 部 ３ ａ 及 び 後 端 縁 部 ３ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 支 持  
体 ２ の 連 結 部 ２ ４ の 前 端 縁 部 ２ ４ ｂ 及 び 後 端 縁 部 ２ ４ ｃ よ り も 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 張 り 出 し て  
設 け ら れ て い る 。
そ し て 、 天 板 ３ の 下 方 に は 、 連 結 部 ２ ４ よ り も 前 後 方 向 Ｄ ｆ 両 側 に 什 器 に 設 け る オ プ シ ョ  
ン 部 材 （ 図 示 省 略 ） を 取 り 付 け 可 能 な 第 ２ 空 間 Ｓ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 オ プ シ ョ ン  
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部 材 と し て は 、 物 品 を 引 っ 掛 け る た め の フ ッ ク 部 材 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 補 助 天 板 ４ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 テ ー ブ ル 什 器 １ と し て 支 持 体 ２ に 設 け ら れ た  
状 態 で 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 延 び る 帯 状 板 で あ り 、 天 板 ３ と 同 等 の 板 厚 で 形 成 さ れ 、 支 持 体 ２ の  
連 結 部 ２ ４ 上 に 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。 左 右 一 対 の 補 助 天 板 ４ 、 ４ は 、 前 後 方 向 Ｄ ｆ  
の 中 央 部 同 士 が 左 右 方 向 Ｄ ｈ に 延 び る 連 結 バ ー ４ ２ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 連 結 バ ー ４  
２ は 、 分 割 さ れ た 一 対 の 天 板 ３ Ａ 、 ３ Ｂ 同 士 の 間 の 溝 部 ３ ２ に 係 合 さ れ て い る 。 連 結 バ ー  
４ ２ を 溝 部 ３ ２ に 係 合 さ せ る こ と で 、 左 右 一 対 の 補 助 天 板 ４ 、 ４ が 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４  
上 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 補 助 天 板 ４ を 支 持 体 ２ に 取 り 付 け る 方 法 と し て は 、 天 板 ３ の 側 端  
部 下 面 （ 第 ２ 空 間 Ｓ ２ ） に 側 方 に 向 か っ て 突 出 す る 平 板 上 の ブ ラ ケ ッ ト （ 図 示 省 略 ） を 取  
り 付 け る 。 す な わ ち 、 天 板 ３ の 側 端 部 下 面 側 の 第 ２ 空 間 Ｓ ２ を 利 用 し て ブ ラ ケ ッ ト を 天 板  
３ に 取 り 付 け る 。 そ し て 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト 上 に 補 助 天 板 を 載 置 し 、 下 方 か ら ビ ス 止 め す る  
こ と に よ っ て 補 助 天 板 ４ を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 補 助 天 板 ４ 、 も し く は 補  
助 天 板 取 り 付 け 用 の ブ ラ ケ ッ ト は 、 上 述 し た オ プ シ ョ ン 部 材 と し て 機 能 す る 部 材 で も あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 補 助 天 板 ４ は 、 後 述 す る 異 な る 拡 張 機 能 を 有 す る も の （ 図 １ １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） 参 照 ） を  
取 り 替 え る こ と が で き る 。
　 補 助 天 板 ４ の 上 面 ４ ａ は 、 天 板 ３ の 上 面 ３ ｅ と 面 一 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 補 助  
天 板 ４ の 前 端 縁 部 ４ ｂ 及 び 後 端 縁 部 ４ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 天 板 ３ の 前 端 縁 部 ３ ａ 及 び 後 端 縁 部  
３ ｂ と 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 同 一 位 置 と な る よ う に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 補 助 天 板 ４ と し て 、 例 え ば 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 電 源 や 通 信 用 の コ ン セ ン ト ４ １  
が 備 え ら れ 、 電 源 ケ ー ブ ル や 通 信 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 拡 張 機 能 が 設 け ら れ た も の を 使 用 で  
き る 。
　 ま た 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 補 助 天 板 ４ と し て 、 上 面 ４ ａ に 凹 ま さ れ て 形 成 さ れ  
た ペ ン ト レ ー ４ ０ が 備 え ら れ 、 筆 記 用 具 を 収 容 す る 拡 張 機 能 が 設 け ら れ た も の を 使 用 し て  
も よ い 。
　 さ ら に 、 図 １ １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 補 助 天 板 ４ と し て 、 上 面 ４ ａ か ら 上 方 に 立 設 さ れ  
た 照 明 装 置 ４ ３ が 備 え ら れ 、 天 板 ３ を 照 ら す 照 明 機 能 が 設 け ら れ た も の を 採 用 し て も よ い 。
　 あ る い は 、 上 記 コ ン セ ン ト ４ １ 、 ペ ン ト レ ー ４ ０ 、 及 び 照 明 装 置 ４ ３ を 適 宜 組 み 合 わ せ  
た 拡 張 機 能 を 有 す る も の で あ っ て も よ い し 、 他 の 形 態 の 拡 張 機 能 の も の を 補 助 天 板 ４ に 備  
え る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 上 述 し た テ ー ブ ル 什 器 １ の 作 用 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に よ る テ ー ブ ル 什 器 １ で は 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 支 持 体 ２ が 天 板 ３  
の 左 右 方 向 Ｄ ｈ の 外 側 端 部 ３ ｃ よ り も 外 方 に 設 け ら れ 、 こ の 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ の 上 面  
に 下 方 に 向 か っ て 凹 む 凹 溝 か ら な る 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 天 板  
３ 上 に 物 品 載 置 部 を 配 置 す る 必 要 が な く な り 、 天 板 ３ の 作 業 面 を 広 く 確 保 す る こ と が で き  
、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 体 ２ に お け る 脚 部 ２ ３ と 別 体 の 連 結 部 ２ ４ の 上 面 の み に 物  
品 載 置 部 ４ ａ が 形 成 さ れ て い る の で 、 支 持 体 ２ 全 体 と し て 圧 迫 感 が 無 い 体 裁 に 収 め る こ と  
が で き る 。 そ の た め 、 天 板 ３ の 下 方 の 空 間 を よ り 広 く 確 保 す る こ と が で き 、 什 器 と し て の  
使 い 勝 手 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ よ り も 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 突 出 す る 天 板 ３  
の 下 方 に 、 什 器 に 設 け る オ プ シ ョ ン 部 材 を 取 り 付 け 可 能 な 第 ２ 空 間 Ｓ ２ が 形 成 さ れ て い る  
の で 、 支 持 体 ２ を 圧 迫 感 が 無 い 体 裁 に 収 め る こ と が で き る 。
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　 ま た 、 第 ２ 空 間 Ｓ ２ を 形 成 す る こ と に よ り 、 天 板 ３ の 下 方 の 空 間 を よ り 広 く 確 保 す る こ  
と が で き 、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 脚 部 ２ ３ の 下 端 が 連 結 部 ２ ４ 側 の 上 端 よ り も 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 広  
が っ た 状 態 で 配 置 さ れ る た め 、 天 板 付 き 什 器 １ を 安 定 的 に 床 面 上 に 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ の 上 方 が 補 助 天 板 ４ で 覆 わ れ て い る の  
で 、 連 結 部 ２ ４ の 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ が 露 出 す る こ と が な く 、 什 器 と し て の 体 裁 を 良 好 な も  
の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 補 助 天 板 ４ の 上 面 に 物 品 を 載 置 す る こ と  
も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 左 右 方 向 Ｄ ｈ で 天 板 ３ の 外 側 端 部 ３ ｃ よ り も 外 方 に 配 設 さ れ る  
支 持 体 ２ に 天 板 支 持 部 ２ ２ を 介 し て 天 板 ３ を 支 持 す る こ と が で き る 。 し か も 天 板 ３ の 外 側  
端 部 ３ ｃ を 天 板 支 持 部 ２ ２ に よ っ て 下 方 か ら 支 持 す る こ と が で き る の で 、 天 板 ３ を 強 固 に  
固 定 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ の 上 面 に は 天 板 ３ を 固 定 す る 部  
材 が 設 け ら れ る こ と が な く 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ 全 体 を 補 助 天 板 ４ に よ っ て 覆 う こ と が  
で き る の で 、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ る テ ー ブ ル 什 器 １ で は 、 使 用 者 が 使 用 で き る 作 業 面 を 広 く  
確 保 し 、 什 器 と し て の 使 い 勝 手 を 良 好 に す る こ と で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る 天 板 付 き 什 器 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施  
形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 補 助 天 板 ４ （ カ バ ー 部 材 ） が 支 持 体 の 連 結 部 ２ ４ に 対 し て 着  
脱 可 能 に 設 け ら れ て い る が 、 着 脱 式 で あ る こ と に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 取 り 外 し 不 能 な  
状 態 で 固 定 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 補 助 天 板 ４ を 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 補 助 天 板 ４ の 前 後 端 縁 部 ４ ｂ 、 ４ ｃ が 天 板 ３ の 前 後 端 縁 部 ３ ａ  
、 ３ ｂ と 同 一 位 置 と な る よ う に 配 設 さ れ て い る が 前 後 方 向 Ｄ ｆ に ず れ た 状 態 で 配 置 さ れ て  
い て も よ い 。
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 天 板 ３ の 前 後 端 縁 部 ３ ａ 、 ３ ｂ が 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ の 前  
後 端 縁 部 ２ ４ ｂ 、 ２ ４ ｃ よ り も 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 張 り 出 し て 設 け ら れ 、 天 板 ３ の 下 方 に お け  
る 連 結 部 ２ ４ よ り も 前 後 方 向 Ｄ ｆ に 突 出 す る 部 分 に 第 ２ 空 間 Ｓ ２ が 形 成 さ れ て い る が 、 こ  
の よ う な 空 間 Ｓ ２ が 形 成 さ れ る こ と に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 支 持 体 ２ に お い て 、 上 部 か ら 左 右 方 向 Ｄ ｈ の 内 側 に 向 か っ て 突 出 し 、 天 板  
３ の 外 側 端 部 ３ ｃ を 下 方 か ら 支 持 す る 天 板 支 持 部 ２ ２ （ ア ー ム 部 ） が 設 け ら れ て い る が 、  
こ の ア ー ム 部 を 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ の 上 面 に 下 方 に 凹 入 さ れ た 凹 溝 状 の 物 品  
載 置 部 ２ ４ ａ が 形 成 さ れ 、 補 助 天 板 ４ と の 間 に 空 間 Ｓ １ が 形 成 さ れ て い る が 、 こ の よ う な  
物 品 載 置 部 ２ ４ ａ が 形 成 さ れ て い な い 補 助 天 板 ４ で あ っ て も よ く 、 上 記 空 間 Ｓ １ も 形 成 さ  
れ な い 構 成 で あ っ て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 補 助 天 板 ４ の 形 状 や 形 態 に つ い て は 、 本 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る こ と は な く 、 適 宜  
変 更 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 図 １ ２ に 示 す 第 １ 変 形 例 の テ ー ブ ル 什 器 １ Ａ （ 天 板 付 き 什 器 ） で は 、 補 助 天 板  
４ Ａ が サ イ ド 幕 板 ４ ４ を 備 え て い る 。 サ イ ド 幕 板 ４ ４ の 上 端 ４ ４ ａ は 、 補 助 天 板 ４ Ａ の 長  
手 方 向 に 延 び る 一 方 （ 什 器 外 側 ） の 側 縁 部 ４ ｄ に 一 体 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り サ  
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イ ド 幕 板 ４ ４ は 、 補 助 天 板 ４ Ａ の 側 縁 部 ４ ｄ か ら 下 方 に 向 け て 延 在 す る よ う に 配 置 さ れ る  
。 ま た 、 本 第 １ 変 形 例 に よ る 補 助 天 板 ４ Ａ の 下 面 は 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ に お け る 下 側  
に 凸 と な る 断 面 く 字 状 に 折 り 曲 げ た 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ と 一 致 す る Ｖ 字 形 状 の 下 凸 面 ４ ｅ が  
形 成 さ れ て い る 。 サ イ ド 幕 板 ４ ４ を 取 り 付 け る 際 に は 、 補 助 天 板 ４ Ａ の 下 凸 面 ４ ｅ を 連 結  
部 ２ ４ の 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ に 載 置 さ せ る こ と で 左 右 方 向 Ｄ ｈ に ず れ な い よ う に 係 止 さ せ た  
状 態 で 取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 補 助 天 板 ４ Ａ に は 、 サ イ ド 幕 板 ４ ４ の 係 止  
部 を な す フ ッ ク の 機 能 を も た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 補 助 天 板 ４ Ａ に フ ッ ク 機 能 を も た せ て 使 用 す る 場 合 に は 、 第 １ 変 形 例 の よ う に 補  
助 天 板 ４ Ａ に 接 続 す る 部 材 と し て サ イ ド 幕 板 ４ ４ で あ る こ と に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 例  
え ば 、 サ イ ド 幕 板 ４ ４ に 代 え て 物 品 を 吊 り 下 げ た り 掛 止 し た り す る こ と が 可 能 な 網 状 の 部  
材 や 、 物 品 を 収 納 で き る 収 納 部 材 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ３ に 示 す 第 ２ 変 形 例 の テ ー ブ ル 什 器 １ Ｂ （ 天 板 付 き 什 器 ） に 設 け ら れ る 補 助  
天 板 ４ Ｂ は 、 左 右 方 向 Ｄ ｈ に 隣 り 合 っ て 配 置 さ れ た テ ー ブ ル 什 器 １ Ｂ 、 １ Ｂ 同 士 を 連 結 す  
る 機 能 と し た も の で あ る 。 補 助 天 板 ４ Ｂ は 、 天 板 ３ と 同 等 の 幅 寸 法 （ 前 後 方 向 の 長 さ 寸 法  
） を 有 す る 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 補 助 天 板 ４ Ｂ は 、 一 対 の テ ー ブ ル 什 器 １ Ｂ 、 １ Ｂ の そ  
れ ぞ れ の 支 持 体 ２ に お け る 連 結 部 ２ ４ の 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ に 係 止 す る 係 止 部 ４ ５ Ａ 、 ４ ５  
Ａ と 、 一 対 の 係 止 部 ４ ５ Ａ 、 ４ ５ Ａ 同 士 を 一 体 的 に 連 結 し た 連 結 板 ４ ５ Ｂ と 、 を 備 え て い  
る 。 係 止 部 ４ ５ Ａ の 下 面 は 、 支 持 体 ２ の 連 結 部 ２ ４ に お け る 下 側 に 凸 と な る 断 面 く 字 状 に  
折 り 曲 げ た 物 品 載 置 部 ２ ４ ａ と 一 致 す る Ｖ 字 形 状 の 下 凸 面 ４ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２  
変 形 例 に よ る 補 助 天 板 ４ Ｂ を 使 用 し て テ ー ブ ル 什 器 １ Ｂ 、 １ Ｂ 同 士 を 連 結 す る 際 に は 、 そ  
れ ぞ れ の 係 止 部 ４ ５ Ａ の 下 凸 面 ４ ５ ａ を テ ー ブ ル 什 器 １ Ｂ の 連 結 部 ２ ４ の 物 品 載 置 部 ２ ４  
ａ に 載 置 さ せ る こ と で 連 結 し た 状 態 で 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 テ ー ブ ル 什 器 １ に お け る 支 持 構 造 体 ２ ０ の 支 持 体 ２ 、 連 結 フ レ ー ム ２ １ の 形 状 、  
寸 法 、 数 量 等 の 構 成 に つ い て は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 適 宜 設 定 す る こ と  
が で き る 。
　 ま た 、 補 助 天 板 ４ の 寸 法 や 形 状 も 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 適 宜 設 定 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ の 他 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 上 記 し た 実 施 形 態 に お け る 構 成 要 素 を 周 知  
の 構 成 要 素 に 置 き 換 え る こ と は 適 宜 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ 、 １ Ａ 、 １ Ｂ   テ ー ブ ル 什 器 （ 天 板 付 き 什 器 ）
　 ２   支 持 体
　 ３   天 板
　 ３ ａ   前 端 縁 部
　 ３ ｂ   後 端 縁 部
　 ３ ｃ   外 側 端 部
　 ４ 、 ４ Ａ 、 ４ Ｂ   補 助 天 板 （ カ バ ー 部 材 ）
　 ４ ａ   上 面
　 ２ １   連 結 フ レ ー ム
　 ２ ２   天 板 支 持 部 （ ア ー ム 部 ）
　 ２ ３   支 持 脚
　 ２ ４   連 結 部
　 ２ ４ ａ   物 品 載 置 部
　 ４ ０   ペ ン ト レ ー
　 ４ １   コ ン セ ン ト
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　 ４ ３   照 明 装 置
　 Ｄ ｈ   左 右 方 向
　 Ｄ ｆ   前 後 方 向
　 Ｓ １   第 １ 空 間
　 Ｓ ２   第 ２ 空 間
　 Ｆ   床 面
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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